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１．研究目的 
 本システムは自治会、NPO 団体、商店会と連携

して、大学生がボランティア活動に取り組み得た

地域通貨を商店で利用する事で、人とのつながり

や地域の活性化を支援する事を目的としたシス

テムである。 

ボランティア活動や商店会での買い物などが

大学生と地域住民との交流の場となり、地域の活

性化が期待できる。また実際のイベントでの運用

実験により、本システムの有効性を検証した。 

 

２．地域通貨 
地域通貨には、通帳方式や紙幣方式など方式が

いくつかあり、IT を活用した IC カード管理方式

やパソコン記録・管理方式[1]なども何年も前か

ら運用されている。また地域通貨には大きく分け

ると相互扶助を目的とするものと地域経済の活

性化を目的とするものの２つがあるが[2]、どち

らも人と人との支え合いの上で成り立つもので

あるため、他にも様々なメリットが生まれる。ま

た、地域通貨の中には携帯端末を用いたもの[3] 

[4]もあり、時代と共により便利な地域通貨の形

が研究されつつある。しかし、地域通貨の普及率

は不安感や不便さなどからか、あまり良いとはい

えない。 

本研究では、地域経済の活性化を目的とすると

共に、ボランティア活動などにより人と人とのつ

ながりを大切にし、地域通貨への理解の向上にも

繋がる支援システムを構築する。 

 

3.提案方式 
本提案方式の概要は図１に示す通りである。お

もに、「学生のボランティア参加」、「管理者で

ある NPO・NGO 活動センターからボランティアに

地域通貨の支払い」、「ボランティアが商店街で

地域通貨を消費」、「商店ごとに受け取った地域

通貨を管理側で換金」となる。 
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本システムで利用している地域通貨の単位を

ポゴとし、以下地域通貨をポゴとする。 

具体的には、図１に示すようにボランティア学

生、参加店舗、管理者に対して、『①参加店舗入

会登録、②ボランティア入会登録、③実施ボラン

ティア登録、④ポゴ受け取り、⑤案内情報送信、

⑥ポゴ支払い、⑦ポゴ清算、⑧取引状況管理、⑨

登録情報編集、⑩会員管理、⑪サービス案内送信

履歴管理』の機能を提供する。 

 

 

 

 

３－１ 各システム機能の処理方式 

 

 各機能の簡単な説明を以下に示す。 

① 参加店舗入会登録 

本システムは登録制の地域通貨システムで

ある。まず、商品ならびにサービスを提供する

商店街の参加店舗の方々が参加店舗登録を行

う必要がある。 

② ボランティア入会登録 

このシステムを利用するため、ボランティア

参加者はボランティア作業当日、登録をする必

要がある。 

③ 実施ボランティア登録 

入会登録が完了したら、参加したいボランテ

ィア作業を選択する。 
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④ ポゴ受け取り 

  ボランティア終了後、地域通貨（ポゴ）をシ

ステム上で受け取る。 

⑤ 案内情報送信 

管理者から新しいボランティア作業の案内

や参加店舗のお得なサービス情報の案内を送

信する。 
⑥ ポゴ支払い 

ボランティアが参加店舗で買い物およびサ

ービスをポゴで支払う場合に利用する。 

⑦ ポゴ清算 

参加店舗が受け取ったポゴを現金に換金す

る時に利用する。 

⑧ 取引状況管理 

管理者はポゴ発行・清算状況やポゴ取引状況

をいつでも Web 上で閲覧することが可能であ

る。 
⑨ 登録情報編集 

ポゴシステムのデータベースに保存される

情報は主に「ボランティア参加者の個人情報」

と「参加店舗情報」の二つである。これらの情

報の一部は入会後に編集できる必要性があり、

そのための処理が登録情報編集処理である。 
⑩ 会員管理 

管理者は会員情報をいつでも Web 上で閲覧す

ることが可能である。 

⑪ サービス案内送信履歴管理  

管理者はサービス案内情報が確実に送信さ

れているか、いつでも Web 上で閲覧することが

可能である。 

 

４．評価 

４－１．アンケート結果 

本研究では人とのつながりや地域の活性化を

目指した新しい地域通貨システムを実装した。運

用を伴っているので、端末利用評価だけに留まら

ず、運用評価もアンケートを元にまとめた。 

（1）携帯端末利用について 

ユーザが地域通貨システムを利用する上で最

も重要となる操作性や見易さは共に半数以上が

良いと答えているが、安全性は半数を満たしてい

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

案内情報送信希望に関しては 1 日 1 回送信が

6％、週 1 回送信が 39％、月 1 回送信が 42％とな

り、送信希望者の統計は 87％であった。 

（2）地域通貨システム運用について 

運用後に実施したアンケートによると、携帯電

話を用いた地域通貨を普段利用する事に賛成は

71％を占め、地域通貨との連携によるイベントへ

の参加希望者も 67％と半数以上であった。 

 

４－２．評価 
携帯端末利用に関しては、アンケート結果から

もわかるように安全性はわずかに半数を満たし

ておらず、ユーザの不安感は残るものの、システ

ムの操作性や画面の見易さはユーザの多くに支

持され、ユーザが比較的利用しやすいシステムを

構築できた。 

また、案内情報送信希望者の統計は 87％と高く、

ユーザの多くが案内情報を必要としていること

が読み取れることから、案内情報送信システムも

大切な付加機能といえる。 

地域通過システム運用に関しては、携帯電話と

いう今や学生の必需品ともなった端末を利用し

地域通貨を運用する事で、親しみを持ってもらう

だけでなく、地域通貨への不安や不便さといった

マイナスの先入観を取り除き、今後も地域通貨を

利用する事への多くの賛同を得られる結果とな

った。 

これにより、今後も地域通貨との連携したイベ

ントを行うことで、人とのつながりや地域の活性

化が期待できる。 

 

５．結論 
本研究では地域活性化と人とのつながりを目

指し、携帯端末を利用した地域通貨システムを提

案し運用した。その結果、本研究は目的を果たし、

学生と地域住民との交流や地域の活性化を図る

と共に、今後の地域通貨の普及への足掛けとなり

うる効果をイベント運用を通して与えられた。 
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